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湯西川ダム関連遺跡（栗山村）

　栃木県の北西端に位置し、標高７００mを超える湯

西川では、春の到来・遅い雪解けを待って今年度の調

査を開始しました。

　仲内遺跡では、昨年度に引き続き縄文時代の遺構（住

居跡・土坑）が集中する地点の調査を行いました。そ

の結果、出土した遺物から、この遺跡が縄文時代の中

期後半（４,５００～４,０００年くらい前）を中心と

する集落跡であることがわかりました。集落は川に

向かって半円形を描くように広がり、調査区の北～

西側には土坑が集中する箇所があることもわかりま

した。

　その中のＳ―８２６土坑からは、伏せられた深鉢

と伴に硬玉製大珠（ヒスイ製の装飾品と考えられる

もの）が出土しました。この大珠はどこで作られたも

のなのかはっきりしませんが、ヒスイは、新潟県の糸

魚川周辺でしか採取できないことから、縄文時代の

人が広いネットワークを持って生活していたことが

わかります。

　調査区内からは、遺物収納箱約７０箱分の土器や

石器などが出土しました。それらの中には、関東地方

の土器に混じって南東北地方や新潟県などで出土し

ている土器と似たものが多く見られます。これらの

土器は、昨年この誌面でお伝えした複式炉と共に、こ

の集落に住んでいた人たちが南東北地方や新潟県東

部の地域と何らかのつながりを持って生活していた

ことを物語っています。

　川戸釜八幡遺跡では、縄文時代後期（４,０００～

３,０００年くらい前）のものと考えられる住居跡６

軒、土坑・ピット約２５０基を確認しました。土より

も石の方が多い包含層や覆土を掘り下げる大変な調

査でしたが、遺物収納箱約３０箱分の土器や石器な

どが出土しました。今年度の調査では、これまで当遺

跡内で明確に把握することのできなかった縄文時代

の住居跡を確認できたのが大きな成果でした。

　これまでの調査で、湯西川地内においては縄文時

代の中期後半に大きな集落のあった仲内遺跡が後期

になると規模を縮小し、中心となる集落が川戸に営

まれるようになったことがわかりました。川戸釜八

幡遺跡は、さらに南東方向に広がると予想されるこ

とから、今後調査を進める中で集落の全容が少しず

つ明らかになってくると思われます。

　また、この２つの遺跡から約１.５km下流の右岸段

丘上に位置する石仏Ｉ遺跡では、およそ７,４００m2

の試掘調査を行ったところ、約１,６００m2の範囲で

縄文時代前期～中期の土器がまとまっている箇所が

みつかりました。今年も春の雪解けを待ち、川戸釜八

幡遺跡とともに調査を実施する予定です。

仲内遺跡全景（東上空から）

Ｓ―８２６土坑の遺物出土状況（東から）

Ｓ―２６７竪穴住居跡（中央右寄りに石囲い炉　―南から―）

こうぎょくせいたいしゅ



高林遺跡（市貝町）

　高林遺跡は、芳賀町との境界に近い市貝町上根地

内にある遺跡です。標高は約１０４ｍで、南北に長い

平坦な台地上に遺跡があります。東側には小貝川の

支流となる大川が南北に流れていて、この大川から

は約５ｍ高い場所にあります。

　この地域に芳賀市貝バイパスが建設されることに

なり、工事に先立って平成１３年１０月から発掘調

査を行いました。このバイパスの路線上には大川を

挟んだ東側の丘陵上に彦七新田遺跡があり、同じ時

期に調査を行っています。

　今回の調査では古墳時代後期から奈良・平安時代

までの竪穴住居跡が２８軒、土坑が５５基、井戸跡を

１基確認しました。これらの住居跡の殆どが南東方

向を向いています。また、遺物としては、土師器や須

恵器などの土器が収納箱で約２０箱ある他に、土製

の垂飾品が２点出土しました。

　調査した住居跡の中には、一辺が８ｍから１０ｍ

に建替えられた大きな住居跡が５軒あります。住居

跡北側にはかまどが造られていますが、切石や土器

などを使って頑丈に造られているものもあります。

写真の住居跡（第９９号遺構）はこのうちのひとつで

す。一辺の長さは東西・南北ともに９ｍで、４本の柱

穴があり、北東の隅部には南北０．５５ｍ、東西１．０

ｍ、深さ０．９ｍの大きさで貯蔵穴が、また、北辺の中

央部にはかまどが造られています。このかまどは伏

せた土師器の甕を芯にして粘土を貼り付けて造られ、

薪をくべる焚き口の部分は切石を「門」形に組んで粘

土が崩れないようにしています。かまどの天井部分

は崩れ落ちていました。ここから甕が２点出土して

おり、現在の「二口コンロ」のようなかまどであった

と考えられます。また、この住居は一度建替えが行わ

れ、この際に東側と南側を各々１ｍほど拡張してい

ることもわかりました。

　奈良・平安時代の住居跡は一辺の長さが３ｍから

４ｍと比較的小さく、かまどもほとんどが壊されて

おり、規模も大きくはありません。住居跡の中から出

土する遺物は多くありません。また、この時代の遺構

としては上面の直径が約５ｍとなる井戸跡を１基発

見しました。

第９９号遺構（住居跡）

第９９号遺構（住居跡）カマド

高林遺跡全景 第１０１号遺構（住居跡）遺物出土状況 第１０７号遺構（井戸跡）調査風景



彦七新田遺跡（市貝町）

　彦七新田遺跡は、小貝川支流の大川と古郡川の間、南

北に延びる丘陵上にあります。この場所は起伏が多く、

平坦な場所が少ないことから、住居跡はあまりないだ

ろうと考えていましたが、発掘調査の結果、奈良時代を

中心として古墳時代後期から平安時代のはじめ頃にか

けての集落跡が発見されました。

　今回の調査は県道宇都宮・茂木線建設に伴って行わ

れました。幅約２５～４０m、長さ約３００mの調査区内

からは、カマドのある竪穴住居跡６０軒、掘立柱建物１

０棟発見しました。主な遺物には、土師器と須恵器、鉄

製の紡錘車や刀子などがありますが、全体に出土量が

少ないのが特徴です。

　また、この遺跡は、立地条件が他とは少し違っている

点が注目されます。現在の水田面と遺跡の最も高い所

では、約２４mの高低差があり、事務所から作業場所に

着くまでに少し息切れするくらいの傾斜地となってい

ます。地形を少し細かくみると、いつもの小さな谷が入

り込んでいるため、建物をつくるのに適した平坦地は

あまり広くはありません。下の航空写真からもわかる

ように、場所が限られていたのか、重なって建てられて

いる竪穴住居跡が多くみられます。なぜこのような限

定された場所に住んでいたのか、遺跡の性格を考える

うえで、今後検討すべき課題であると思います。

調査区西部作業風景
（南西から）

調査区東部全景（上空北から撮影）

掘立柱建物跡
（南から）

竪穴住居跡
（南から）

（西から）



板倉中妻居館跡（足利市）

　板倉中妻居館跡は、足利市西部の板倉町にあります。

松田川と粟谷川に挟まれた平坦地のほぼ中央部、標高

約７３mの微高地上に位置しています。県道松田葉鹿

線整備事業に先立ち、幅約１５m、長さ約２３０mの細

長い範囲の発掘調査を行いました。１１月まで発掘調

査を行い、１０月からは調査と平行して整理・報告書

作業を行いました。調査の結果、阿弥陀堂と考えられ

る 建 物 跡 を は じ め と し て 、掘 立 柱 建 物 跡 が

１０棟、竪穴住居跡１軒、石組みの井戸跡、溝跡、方形

竪穴遺構、火葬墓などが発見されています。遺物は、縄

文時代から中世にかけての土器片が見つかっていま

すが、多くはすり減っていました。この遺跡は川に挟

まれた場所にあるため、上流の遺跡から洪水などによ

って流されてきたものかも知れません。しかし、緑釉（皿）、

灰釉（高台付坏）鎬連弁文の青磁（碗）や、常滑（甕）、か

わらけ、五輪塔（火輪）が見つかっており、出土した炭

の放射性炭素年代測定の結果などから、中世を中心と

した遺跡であると考えられます。

　鳴井上遺跡は、烏山町の東側を流れる那珂川左岸の

台地上、烏山町大字興野字下境地内にあります。以前

から、鳴井上遺跡は縄文時代の大規模なムラの跡とし

て知られていました。今年度も平成１２年度に引き続

いて、県教育委員会の委託を受けて、重要遺跡の範囲

確認調査として５月から９月にかけて発掘調査を実

施しました。調査区を１０箇所設けて、ムラの広がり、

ムラの営まれた年代などを調べました。その結果、縄

文時代の竪穴住居８軒、土坑数百基などが見つかり、

おおよそ縄文時代のムラが那珂川に張り出した台地

上全面、およそ東西２００m、南北２００mに広がること、

縄文時代の中でも新しい中期中葉から晩期中葉にか

けての年代であることがわかりました。土器だけでは

なく、土偶や石棒、独鈷石などが出土しています。特に、

魚網の重りに使用した土錘が多く出土しており、この

ムラの人々は那珂川の豊かな恵みを享受していたこ

とがわかります。

　その他、新たに古墳時代から奈良・平安時代にかけ

ての竪穴住居１８軒も見つかり、この場所が縄文時代

だけではなく、それ以降の時代にもムラとなっていた

ことなども明らかになりました。

鳴井上遺跡（烏山町）

調査区全景（北上空から） 発見された掘立柱建物跡（東から）

手前に縄文時代晩期の竪穴住居跡（東から） 古墳時代後期（６世紀頃）の竪穴住居跡（北から）



　長田浅間塚は、真岡市の長田にあります。西側には、

真岡第一～第四工業団地を南北につなぐ国道４０８

号が通っていますが、そのバイパス（愛称・鬼怒テクノ

通り）建設に伴い発掘調査したものです。

　始めは、上高間木西古墳という名前でした。直径約

２０.０m、高さ約２.４mの円墳で、古墳時代の終わり

頃のものと考えていました。この時期の古墳は、群集

墳と言って、複数の古墳がまとまっていることが多い

ので、周辺にも墳丘の消滅した古墳があると思われま

した。そのため、トレンチを設定して確認調査を行い

ましたが、何も見つかりませんでした。

　さらに、円墳自体も周溝や主体部が見つからなかっ

たこと、盛り土の中から江戸時代の古銭が出土したこ

となどから、近世の塚として考えるようになりました。

その結果、字名である「長田」と、頂上に祀られた祠が

浅間神社であることから「浅間」の名を取り、長田浅間

塚と名前を変えました。

　浅間神社は木花開耶姫と言う神様を祀り、富士山信

仰に非常に関係の深い神社です。と言うことは、この

塚から富士山を眺めていたのでしょうか。

　東谷中島地区遺跡群は、都市基盤整備公団が実施

する東谷中島土地区画整理事業地内にある遺跡群で

す。平成６年度から発掘調査を実施しており、旧石器

時代から近世に至る様々な遺構・遺物が多数発見さ

れています。ここでは平成１３年度に発掘調査を実

施した西刑部西原遺跡５・６・７区を紹介いたします。

西刑部西原遺跡５区

　昨年度調査した３区の南側で古墳・奈良・平安時代

のムラの続きと思われる住居跡３軒と土坑数基、円

形周溝遺構１基を確認しました。

西刑部西原遺跡６区

　道路跡１地点、古墳１基、溝１条、縄文時代と推定さ

れる土坑３基がありました。琴平塚１４号墳の周堀の

中からは、大きな蓋石の箱形石棺が発見されました。

また、道路が微妙に古墳をよけて造られている様子が

観察できました。

西刑部西原遺跡７区　

　５区の南側で住居跡５軒、土坑４基、円形有段遺構

１基、道路跡１地点を確認しました。道路下には縄文

時代の土坑があり、その上の路面を固める基盤工事と

思われる跡がよく観察されました。

長田浅間塚（真岡市）

長田浅間塚（北東から） 発掘調査風景（南東から）

東谷中島地区遺跡群

西刑部西原遺跡全景（５・６・７区） 「東山道」と推定される道路跡と断面

こ の は な さ く や ひ め

な が た せ ん げ ん づ か
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野 沢 遺 跡
の ざ わ 　い せ き 現地説明会資料　　　2001年10月13日（土）

（財）とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター

栃木県下都賀郡国分寺町大字国分乙４７４

TEL　０２８５（４４）８４４１（代）

一般国道１１９号改築事業

（宇都宮北道路）に伴う埋蔵文化財発掘調査

栃木県宇都宮市野沢町

はじめに
　野沢遺跡は、宇都宮市街地の北西約６ｋｍに位置し、田川の西岸で東弁天沼に面した台地

上にあります。以前から、弥生時代中期（今から約２，０００年前）の人面付土器が出土した遺

跡として有名でした。

　今回、宇都宮北道路の建設に先だって、発掘調査が実施されました。その結果、県内で最も

古い縄文時代草創期（今から約１３，０００～１０，０００年前）の竪穴住居跡が２軒発見さ

れました。

　この他にも、縄文時代前期中頃（今から約５，５００年前）の竪穴住居跡や落とし穴が見つ

かっています。また、室町時代から戦国時代（今から約６００～５００年前）の地下式壙や井

戸跡、方形竪穴遺構（建物跡）や、約４５０基もの土坑墓から構成される墓地跡も見つかりま

した。

　このような、発掘成果を広く皆様に知って頂くために今回の現地説明会を開催することに

なりました。文化財に対するご理解をより一層深めていただくことになれば幸いです。

①縄文草創期の竪穴住居跡確認状況（４号住居跡・南から）

そ う そ う き

ほ う け い た て あ な い こ う

ち　か し き こ う

野沢遺跡
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縄文時代の遺構

② 草創期の竪穴住居跡（５号住居跡・西から） ③ 前期の縦穴住居跡（２号住居跡・南から）

④ 落とし穴（３０７号土坑・南から）

⑦ 井戸跡（１０５・１０６・１１０・１１２号土坑・南から） ⑧ 溝跡（１号溝跡・東から）

6

7

8
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県内最古の竪穴住居跡

縄文草創期住居跡出土遺物

　今回の調査で発見された縄文草創期の竪穴住居跡は４号と５号住居跡の２

軒です。４号住居跡は直径３．８ｍ、５号住居跡は直径２．７ｍの円形で、住居

内には男体山から約１３，０００～１２，０００年前に噴出した今市軽石と七

本桜軽石の混土が１０ｃｍほど堆積していました。この埋め土中からは、石鏃

（石のやじり）２８点の他、尖頭器（槍先につける石器）、削器（ものを削る石器）、

磨石（木の実などを磨りつぶす石器）などの石器や、剥片（石器を作るときにで

る石屑）がたくさん出土しました。また、表面に文様のない無文土器の破片が

出土しています。

　土器に付着していた煤と、床に残っていた炭片を放射性炭素年代測定によ

り分析したところ、いずれの住居も約１１，９００～１１，７００年前との数

値が得られました。この数値は、縄文草創期の中頃にあたり、県内では最も古

い竪穴住居跡になります。

　栃木県で縄文時代草創期の遺構は、洞穴遺跡の宇都宮市大谷寺遺跡と落と

し穴が多数発見された茂木町登谷遺跡があるだけです。これまで県内で最も

古い竪穴住居跡は、縄文時代早期前半の宇都宮市清陵高校地内遺跡の住居跡

でしたが、今回発見された住居跡はこれを更にやく２，０００年遡ることとな

ります。なお、全国でも草創期の竪穴住居跡の発見例は、２０遺跡３８例しか

ありません。

はくへんすりいし

さっきせんとう　き

せきぞく

いしくず

お お や じ い せ き

さかのぼ

と や

すす



峰 高 前 遺 跡
み ね た か ま え 　 い せ き 現地説明会資料　　　2001年12月1日（土）

（財）とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター

栃木県下都賀郡国分寺町大字国分乙474

TEL　０２８５（４４）８４４１（代）

北関東自動車道建設事業

に伴う埋蔵文化財発掘調査

はじめに

　峰高前遺跡は、栃木県の南東端に位置する二宮町のほぼ中央部にあります。

真岡鉄道久下田駅から北東に約５ｋｍの水田と畑に囲まれた静かなところです。

ここは、小貝川、五行川によってつくられた肥沃な低台地上にあり、付近には

多くの遺跡が存在します。この場所に、日本道路公団が北関東自動車道を建設

することになり、工事に先立ち、埋蔵文化財センターが本年４月から発掘調査

を行ってきました。その結果、古墳時代から奈良・平安時代にかけての家の跡

や当時の人びとが使った土器などが多数出土しました。

　今回の現地説明会は、これまでの発掘調査の成果をご覧いただき、郷土の歴

史に一層の関心をもっていただく機会になればと思い、計画しました。

―13―

こ ふ ん

ひ よ く

く げ たも お か

にのみやまち

あ とな ら 　 　 へいあん

●：峰高前遺跡の場所（１：５０，０００）

③古墳時代のカマドと土器②発掘作業風景

①発掘作業風景

0 1 0 0 2
峰高前遺跡
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　峰高前遺跡の調査は、建設される道路

部分の南北に細長い区域で行われました。

幅約５０ｍ、長さ約１００ｍという比較

的狭い場所でありながら、昔の家の跡が

５０軒以上も見つかりました。これらの

家は、古墳時代・奈良時代・平安時代のも

のでした。

　この頃の家は、地面に四角の穴を掘り、

木の柱を４本立てて、わらなどで作った

屋根をのせたものが多く、竪穴住居とい

います。大きさは、一辺が４ｍから１０ｍ

くらいでさまざまです。

　発掘された竪穴住居の跡は、写真⑤の

６号・７号住居跡のように、同じ場所に、

重なって建てられている場合も多く、密

集した状態になっています。

　調査した中で、一番古い竪穴住居の跡は、古墳時代をはじめ（今から約１，７００

年前）の頃のもので、５号住居跡など、５軒見つかりました。二宮町では、この時期の

遺跡は少ないので、ここから出土した土器は貴重な資料になります。

　特に、５号住居跡の柱の穴からは、完全な形の土器（甕）が、さかさまで見つかりま

した。ここに住んだ人は、家を使わなくなって柱を抜いた後に、わざと土器を埋めた

ようです。なぜ、このようなことをしたのでしょうか。

この時代の住居は、家の中に炉がつくってあります。家の中で火をたいて、食べ物を

煮炊きしたり、暖をとったりしたようです。

密集した家の跡

古墳時代前期の竪穴住居の跡

④竪穴住居の跡（８号住居跡）

⑤５号（奥）・６号（中）・７号（手前）住居跡

⑥５号住居跡 ⑦さかさまに埋められた土器 ⑧炉（７号住居跡）

けん

た て あ な じ ゅ う き ょ

か め

ろ（いろり）

だんに　た

う
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　峰高前遺跡の住居の跡で、一番多いのは、

古墳時代後期（約１，５００～１，３００

年前）のもので、３７軒あります。

　この時期には、食べ物の煮炊きの場は、

炉からカマドにかわります。カマドは、ふ

つう、家の北側の壁きわに、粘土などを用

いて作ってあります。火をたく部分の先は、

外に煙を出すようにしてあります。さらに、

石や土製の支えを用いて、土器を置くた

めの工夫をしているものもあります。

　当時の土器は、土師器と呼ばれる赤褐色

をしたものが多く、食べ物の盛り付けにつ

かったお椀のようなもの（杯）や、なべのよ

うなもの（甕）などがあります。また、この

時期には、中国や朝鮮半島の国々の技術も

取り入れられて、固くて青みを帯びた須恵

器なども作られました。（写真⑪の須恵器は、

米を蒸すための道具で、甑といいます。）

　奈良・平安時代（約１，３００～８００年

前）の住居の跡は、１３軒見つかりました。

この時期になると、古墳時代のものにくら

べて小さくなります。また、壁で屋根を支

えたため、柱の穴がなくなる住居も作られ

るようになります。

　そのような住居の跡の中で、１９号住居跡は、カマドが住居の北東の角にあり、南東

部の壁面には棚のようなものが作られています。このような住居はめずらしいので、

今後の研究のためのよい資料になります。

古墳時代後期の竪穴住居の跡

奈良・平安時代の竪穴住居の跡

⑭棚状施設

⑨カマドの断面

⑩カマドと土製の支え

⑪土師器（下）と須恵器（上）

⑫１９号住居跡 ⑬１９号住居跡のカマド

かべ

ど　せい ささ

は　　じ　　き せ き か っしょく

つ き

か め

わ ん

す　え　

む こしき

へきめん たな

かど

お

峰高前遺跡

き





磯岡北古墳群（杉村遺跡XVII区）
いそ  お か  き た  こ   ふ ん ぐ ん

杉村遺跡（磯岡北古墳群）（上空から）

０１００３









はじめに

  南上空から見た下陰遺跡（矢印：背後は真岡市街）

下陰遺跡




























